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臨
時
総
会
の
冒
頭
、

商
工
連
矢
﨑
会
長
よ

り
「
我
が
国
経
済
は
、

昨
年
新
政
権
が
誕
生

し
デ
フ
レ
と
円
高
か

ら
の
脱
却
、
そ
し
て

経
済
成
長
を
基
軸
と
し
た
経
済
対
策
を
表
明
し

円
安
・
株
高
と
な
っ
て
明
る
さ
が
見
え
て
い
ま

す
が
、
地
方
に
お
い
て
は
依
然
雇
用
・
消
費
面

に
お
け
る
景
気
回
復
の
兆
し
は
見
え
ず
、
３
月

末
の
金
融
円
滑
化
法
の
期
限
切
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
、
平
成
26
年
か
ら
の
消
費
税
増
税
な
ど
、

会
員
企
業
を
取
巻
く
経
営
環
境
は
、
今
後
も
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
商
工
会
・
商
工

連
で
は
昨
年
施
行
さ
れ
た
中
小
企
業
経
営
力
強

化
支
援
法
に
基
づ
き
支
援
機
関
の
認
定
を
取
得

し
、
会
員
企
業
に
対
す
る
一
層
の
支
援
強
化
を

行
う
。

　

ま
た
、
こ
の
４
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の

商
工
会
・
商
工
連
の
あ
る
べ
き
姿
を
め
ざ
し
た

商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
小

規
模
企
業
を
取
巻
く
高
度
複
雑
化
し
た
経
営
課

題
に
対
し
て
的
確
な
支
援
機
能
の
発
揮
及
び
、

地
域
全
体
の
課
題
解
決
等
の
た
め
各
種
事
業
を

実
行
し
て
い
く
た
め
、
商
工
連
の
機
構
改
革
を

断
行
し
、
準
備
を
整
え
た
。

　

特
に
、
中
小
企
業
者
へ
の
支
援
及
び
商
工
会

事
業
に
対
す
る
職
員
の
意
識
改
革
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
指
導
体
制
等
に
よ
る
職

員
の
支
援
機
能
の
強
化
や
、
地
域
振
興
人
材
の

育
成
に
鋭
意
努
力
す
る
。

　

併
せ
て
、
商
工
会
の
使
命
で
あ
る
企
業
に
お

け
る
経
営
力
強
化
や
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

各
種
補
助
事
業
の
有
効
活
用
を
図
り
な
が
ら
、

産
業
振
興
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
・
長
野
県

商
工
会
観
光
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
・
農
商
工
連

携
等
の
事
業
を

展
開
し
て
い
く
。

　

更
に
、
青
年

部
女
性
部
に
お
い
て
は
、
経
営
者
と
し
て
の
資

質
向
上
や
事
業
承
継
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
新
分
野
へ
の
新
事
業
活
動
支
援
や
創
業
支

援
等
も
視
野
に
お
い
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
い

く
。」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
阿
部
県
知
事
よ
り
「
商
工

会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
い
く
に

あ
た
り
、
経
営
指
導
員
の
専
門
性
・
広
域
性
を

活
か
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
中
小
企
業
の
支

援
機
関
と
し
て
着
実
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ

し
い
。
県
の
重
要
課
題
の
中
に
も
、
地
域
を
い

か
に
元
気
に
す
る
か
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
の
で
、
商
工
会
、
商

工
連
と
県
が
課
題
を
共
有
し
て
、
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
長
野
新
幹
線
の
金
沢
延
伸
に
関
し
て

は
北
陸
各
県
と
の
交
流
、
連
携
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
、
御
協
力
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
の
商
工
業
振
興
、
商
工
会
運
営

に
対
し
て
貢
献
さ
れ
た
方
の
功
績
を
称
え
顕
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
さ
れ
ま
し
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
。

　

商
工
連
は
３
月
29
日
、
阿
部
知
事
を
は
じ
め
来
賓
多
数
ご
臨
席
の
も
と
、
長
野
市
で
臨
時
総
会

を
開
催
し
、
全
県
下
か
ら
商
工
会
長
及
び
関
係
者
約
１
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
で
は
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画
等
が
原
案
ど
お
り
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。矢﨑会長あいさつ

臨時総会の様子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

○
旭
日
双
光
章

　

平
成
24
年
春　

五
味　

光
亮
（
原
村
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
）

○
旭
日
単
光
章

　

平
成
24
年
秋　

鈴
木　

秀
典
（
坂
城
町
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
）

○
長
野
県
知
事
表
彰

　

平
成
24
年　
　

武
重　

茂
雄
（
前
佐
久
市
望
月
商
工
会
長
、前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

　
　
　

〃　
　
　

由
井　

正
隆
（
佐
久
穂
町
商
工
会
長
、
前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

　
　
　

〃　
　
　

荻
原　

正
義
（
前
松
川
町
商
工
会
長
、
前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

　
　
　

〃　
　
　

羽
毛
田
盛
雄
（
上
松
町
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
）

　
　
　

〃　
　
　

西
沢　

信
男
（
前
白
馬
商
工
会
長
、
前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

10
年
先
の
商
工
会
を
見
据
え

商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
始
動

商 工 連
臨時総会

顕彰される五味副会長
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商
工
会
の
今
後
10
年
間
の
目
指
す
姿
を
示
し
た
「
商

工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
平
成
25
年
３
月
29
日

に
開
催
さ
れ
た
商
工
連
臨
時
総
会
で
承
認
さ
れ
、
い
よ

い
よ
実
行
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
下
の
70
商
工
会
に
お
い
て
も
、
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、「
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
推
進
」が
事
業
計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
よ
い
よ
、「
地
域
の
商
工
業
者
を
全
力
で
支
援
し
ま

す
」
と
い
う
基
本
理
念
に
向
け
て
、
商
工
会
員
の
満
足

度
向
上
を
図
れ
る
よ
う
改
革
が
始
ま
り
ま
す
。
会
員
に

寄
り
添
っ
た
新
し
い
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
現

在
、商
工
連
に
お
い
て
様
々
な
準
備
作
業
に
入
り
ま
し
た
。

　

当
面
は
、
地
域
グ
ル
ー
プ
内
の
複
数
経
営
指
導
員
で

支
援
す
る
第
Ⅱ
ス
テ
ー
ジ
を
実
質
的
に
機
能
す
る
組
織

と
し
て
構
築
す
る
た
め
の
行
動
が
、
平
成
25
年
度
の
主

事
業
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
各
商
工
会
に
お
願
い
す
る
こ
と
を
具
体
的
に

示
し
、
商
工
連
と
し
て
も
商
工
会
と
一
緒
に
支
援
環
境

を
至
急
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
営
支
援
機
能
が
向
上
し
、
会
員
の
様
々
な
相
談
に

対
し
、
満
足
度
の
高
い
支
援
体
制
が
10
年
後
に
は
完
成

で
き
る
よ
う
皆
の
力
を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

改
革
に
は
、
常
に
大
き
な
課
題
が
山
積
す
る
も
の
で

す
が
、
商
工
会
役
員
、
職
員
、
会
員
の
意
識
改
革
と
や

る
気
が
、
課
題
を
必
ず
解
決
し
て
い
け
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
皆
で
ベ
ク
ト
ル
を
同
じ
方
向
に
合
わ
せ
、「
商
工

会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
実
現
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

　

商
工
業
及
び
商
工
会
を
取
巻
く
環
境
は
、
前

例
の
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
経
営
支
援
の
あ
り
方
を
見

直
し
、
高
度
専
門
的
支
援
に
取
り
組
む
体
制
を

早
急
に
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
職
員
の
意
識
改
革
と
支
援

能
力
向
上
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

商
工
連
は
、
本
年
度
を
意
識
改
革
元
年
と
位

置
づ
け
、
自
ら
が
商
工
会
と
と
も
に
「
商
工
会

中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
改
革
を

断
行
す
る
。

１　

�

商
工
会
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
新

し
い
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す

２　

�

商
工
会
の
未
来
を
担
う
支
援
人
材
の
育
成

と
意
識
改
革
を
推
進
し
ま
す

３　

�

経
営
力
強
化
と
地
域
を
支
え
る
産
業
の
振

興
・
創
出
を
全
力
で
支
援
し
ま
す

４　

�

自
己
財
源
確
保
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し

ま
す

５　
�

青
年
部
・
女
性
部
の
挑
戦
を
支
援
し
ま
す�

１　

機
構
改
革

　

⑴　

商
工
連
機
構
改
革

　

⑵　

商
工
会
広
域
支
援
グ
ル
ー
プ
体
制
拡
充

　

⑶　

専
門
分
野
グ
ル
ー
プ
の
構
築
研
究

　

⑷　

支
援
事
例
の
共
有
シ
ス
テ
ム
研
究

２　

人
材
育
成

　

⑴　

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成

　

⑵　

�

現
場
実
地
研
修
・
研
修
会
を
通
じ
た
経

営
指
導
員
の
能
力
向
上

　

⑶　

補
助
員
の
能
力
向
上

　

⑷　

地
域
振
興
人
材
の
育
成

３　

経
営
力
強
化
と
産
業
振
興

　

⑴　

�

中
小
企
業
経
営
力
強
化
支
援
法
認
定
機

関
と
し
て
の
経
営
支
援
の
実
施

　

⑵　

�

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
・
経
営
安
定
特

別
相
談
事
業
等
、
商
工
連
と
し
て
の
経

営
支
援

　

⑶　

産
業
振
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

⑷　

�

長
野
県
商
工
会
観
光
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業

　

⑸　

農
商
工
連
携
の
推
進
支
援

４　

自
己
財
源
確
保

　

⑴　

商
工
会
事
業
の
「
見
え
る
化
」
の
促
進

　

⑵　

商
工
会
加
入
支
援

　

⑶　

商
工
会
で
の
各
種
共
済
推
進
支
援

　

⑷　

ネ
ッ
ト
de
記
帳
の
推
進
支
援

５　

青
年
部
・
女
性
部
の
支
援

　

⑴　

�

部
員
の
増
強
に
よ
る
組
織
強
化
の
支
援

（
青
年
部
女
性
部
共
通
）

　

⑵　

�

経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上
支
援
（
青

年
部
）

　

⑶　

円
滑
な
事
業
承
継
支
援
（
青
年
部
）

　

⑷　

�

地
域
振
興
事
業
へ
の
参
加
意
欲
向
上
支

援
（
青
年
部
）

　

⑸　

�

起
業
者
及
び
経
営
者
へ
の
支
援
（
女
性

部
）

平
成
25
年
度
事
業
計
画
の

重
点
方
針
及
び
重
点
事
業

商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進

　

重
点
方
針

　

重
点
事
業

１　宣言　「私たちは、地域の商工業者を全力で支援します」
２　使命
　⑴　商工会員の満足度向上を図ります。
　⑵　地域内における商工業の総合的な改善発展を図ります。
　⑶　社会一般の福祉の増進に役立ちます。
　⑷　地域経済の健全な発展に寄与します。

商工会・商工連の基本理念

３　行動指針
　⑴　発展する企業経営の支援体制を整備します。
　⑵　安心して相談できる支援体制を整備します。
　⑶　夢が持てる地域産業基盤を構築します。
　⑷　地域振興にコーディネート力を発揮します。
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
と
県
商
工
会
女
性

部
連
合
会
は
３
月
７
日
、
阿
部
守
一
長
野
県
知

事
と
の
意
見
交
換
会
を
長
野
市
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

地
域
振
興
を
テ
ー
マ
に
県
内
各
地
の
商
工
会

青
年
部
と
女
性
部
が
特
産
品
の
開
発
や
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど
の
活
動
を
発
表
し
、
阿

部
知
事
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

特
産
品
開
発
で
は
、
臼
田
町
商
工
会
女
性
部

の
「
プ
ル
ー
ン
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
や
飯
綱
町
商

工
会
女
性
部
の
「
野
沢
菜
と
信
濃
地
鶏
の
ソ

テ
ー
」、
根
羽
村
商
工
会
の
「
シ
カ
肉
カ
レ
ー
」

を
紹
介
し
、
併
せ
て
試
食
を
行
い
ま
し
た
。
阿

部
知
事
は
、
長
野
県
の
平
均
寿
命
が
男
女
と
も

に
全
国
1
位
に
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
特
産
品

開
発
に
つ
い
て
は
、
健
康
長
寿
の
長
野
県
の
農

産
物
を
食
材
と
し
て
使
用
し
て
い
る
点
に
つ
い

て
、
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
す
る
な
ど
し
て
商
工
会

で
共
通
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
と
要
望
を

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
白
馬
商
工

会
の
「
白
馬
ガ
レ
ッ
ト
」
開
発
事
業
や
天
龍
村

の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
等
に
つ
い
て
発
表

を
行
い
、
阿
部
知
事
か
ら
は
「
も
っ
と
情
報
発

信
を
行
い
、
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
特

産
品
の
購
入
や
宿
泊
等
の
消
費
に
つ
な
が
る
工

夫
を
し
て
ほ
し
い
」と
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
矢
﨑
県
連
会
長
よ
り
阿
部
知
事

に
お
礼
を
述
べ
、
引
き
続
き
商
工
会
が
実
施
す

る
地
域
振
興
事
業
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
盛

会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

参加者と意見交換をされる阿部知事

挨拶をする佐々木県女性連会長 挨拶をする田中県青連会長（当時）

商
工
青
年
・
女
性
と

　
　

知
事
と
の
語
ら
い
開
催

県青連
県女性連
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㈱
協
和
精
工
は
、
昭
和
39
年
創
業
。
10
年
程

前
ま
で
の
事
業
は
大
手
メ
ー
カ
ー
の
下
請
け
の

み
で
付
加
価
値
の
低
い
加
工
収
益
で
経
営
状
況

は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　

現
社
長
の
堀
政
則
氏
は
山
口
県
下
関
市
出
身

で
あ
る
が
、
長
野
県
の
自
然
に
あ
こ
が
れ
て
県

内
の
大
手
メ
ー
カ
ー
に
就
職
。
技
術
者
と
し
て

勤
務
す
る
中
で
、
自
ら
の
力
を
発
揮
で
き
る
場

所
と
し
て
下
伊
那
郡
高
森
町
の
㈱
協
和
精
工
へ

転
職
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
創
業
者
か
ら
社

長
に
抜
擢
さ
れ
、
平
成
12
年
に
３
代
目
社
長
に

就
任
し
た
。

　

現
在
の
㈱
協
和
精
工
は
、
精
密
加
工
技
術
と

ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
組
立
生
産
技
術
、
独
創
的
発

想
の
商
品
開
発
を
行
う
競
争
力
の
あ
る
企
業
で

あ
る
。
中
小
企
業
経
営
革
新
法
の
承
認
も
得
て

い
る
。
下
請
け
の
苦
し
い
経
営
か
ら
、
競
争
力

の
あ
る
力
強
い
企
業
に
ど
の
よ
う
に
堀
社
長
が

変
え
て
い
っ
た
の
か
は
、
非
常
に
興
味
深
く
学

ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

現
在
の
㈱
協
和
精
工
の
主
力
製
品
は
、ロ
ボ
ッ

ト
や
医
療
機
器
、
省
力
化
機
器
な
ど
に
幅
広
く

使
用
さ
れ
る
電
磁
ブ
レ
ー
キ
で
あ
る
。
こ
れ
は

汎
用
品
で
は
な
く
、
す
べ
て
取
引
先
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
製
品
毎
に
設
計
製
造
す
る
「
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
」
製
品
で
あ
る
。
ま
た
、
半
導
体
製
造

装
置
や
液
晶
製
造
装
置
、
医
療
機
器
の
部
品
製

造
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
部
品
加
工
や
製

品
に
共
通
す
る
強
み
は
、
取
引
先
の
完
成
品
の

価
値
を
上
げ
る
こ
と
に
貢
献
す
る
も
の
を
供
給

し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
短
納
期
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
部
品
加
工
の
利
益
を
改
善

す
る
た
め
、「
仕
上
げ
レ
ス
」「
検
査
レ
ス
」「
管

理
レ
ス
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
部

品
の
ユ
ニ
ッ
ト
化
で
ユ
ニ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
と
し

て
の
認
知
を
広
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
昨

年
か
ら
は
新
た
に
、
防
災
機
器
の
ユ
ニ
ッ
ト
化

の
取
組
を
始
め
て
い
る
。

　

堀
社
長
は
、
就
任
後
５
年
後
に
企
業
理
念
に

「
い
い
会
社
を
つ
く
ろ
う
！
」
を
掲
げ
た
。
こ
れ

は
、
会
社
は
社
員
み
ん
な
の
も
の
で
あ
る
と
社

員
が
意
識
す
れ
ば
、
社
員
は
会
社
を
よ
く
す
る

た
め
に
自
ら
考
え
て
行
動
し
て
く
れ
る
と
信
じ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
開
発
か
ら
製
造
ま

で
の
方
針
決
定
の
会
議
な
ど
は
、社
長
を
は
じ
め
、

社
員
全
員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
社
員

の
意
識
は
必
然
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
社
員

の
意
識
が
高
く
な
っ
て
い
る
理
由
は
他
に
も
あ

る
。「
経
営
の
見
え
る
化
」
で
あ
る
。
財
務
諸
表
、

経
営
状
況
等
を
定
期
的
に
社
員
に
開
示
し
て
い

る
。

　

堀
社
長
は
今
、「
人
も
自
立
、
商
品
も
自
立
、

会
社
も
自
立
」
す
る
「
自
立
型
企
業
」
を
目
指

し
て
い
る
。
７
年
前
か
ら
医
療
介
護
分
野
の
商

品
開
発
に
も
進
出
し
て
い
る
。
堀
社
長
に
は
特

筆
す
べ
き
経
営
ス
タ
ン
ス
が
あ
る
。
常
に
現
売

上
の
柱
に
あ
る
製
品
の
受
注
を
短
期
で
み
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
3
年
か
ら
5
年
先

に
受
注
の
柱
に
す
る
こ
と
を
捉
え
て
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
領
域
、
た
と
え
ば
医
療
や
福
祉
機
器

な
ど
、
新
た
な
加
工
技
術
の
分
野
に
果
敢
に
飛

び
こ
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
常
に
未
来
を
着
眼

す
る
、い
わ
ゆ
る
先
の
先
を
み
た“
種
ま
き
経
営
”

の
実
践
継
続
で
あ
る
。
地
域
で
一
番
幸
せ
を
感

じ
ら
れ
る
企
業
を
目
標
と
し
て
い
る
堀
社
長
の

真
骨
頂
で
あ
る
。

代表取締役社長　堀　政則 氏

精密部品加工品

負作動ブレーキ

高森町商工会
株式会社協和精工（下伊那郡高森町）

代表取締役社長　堀　政則 氏

中小企業の新たな事業活動

いい会社をつくろう！
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根
羽
村
商
工
会
で
は
、
情
報
化
支
援
の
一
環

と
し
て
、
会
員
や
住
民
が
お
互
い
に
パ
ソ
コ
ン

等
の
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
相
談
を
し
合
え
る
仕
組

み
作
り
と
、
そ
の
た
め
の
人
材
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

根
羽
村
の
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
、
い
わ
ゆ

る
高
齢
化
率
は
47
％
と
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
、
経
営
者
も
60
歳
以
上
の
方
が
多
く
、
パ
ソ

コ
ン
等
Ｉ
Ｔ
の
導
入
に
は
ほ
と
ん
ど
の
会
員

企
業
が
消
極
的
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い

て
も
経
営
の
効
率
化
等
に
活
用
し
て
い
な
い

と
い
う
状
況
も
多
く
見
受
け
る
中
で
、
何
と
か

Ｉ
Ｔ
の
導
入
や
操
作
に
対
す
る
不
安
を
取
り
除

き
、
活
用
を
促
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

経
営
指
導
員
を
は
じ
め
商
工
会
職
員
が
、
操

作
・
作
成
等
の
代
行
支
援
が
で
き
る
能
力
を
身

に
付
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
や

は
り
少
人
数
の
職
員
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
会
員
や
住
民
が
お
互
い
に
パ
ソ

コ
ン
の
操
作
を
教
え
合
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を

作
る
こ
と
が
、
こ
の
地
域
の
た
め
に
必
要
だ
と

考
え
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
高
齢
者
と
情
報
化
を
結
び
つ

け
る
資
格「
シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

（
一
般
財
団
法
人
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
開
発
協

会
：
経
産
省
）
の
養
成
講
座
を
見
つ
け
、
資
質

の
あ
る
人
材
の
発
掘
と
、
そ
の
人
材
の
育
成
に

こ
の
１
年
間
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
２
回
の

養
成
講
座
の
中
で
、
６
名
の
合
格
者
が
誕
生
し

ま
し
た
。県
内
に
は
合
格
者
が
ま
だ
20
数
名（
松

本
市
、
塩
尻
市
、
根
羽
村
）
し
か
い
ま
せ
ん
。

そ
し
て
こ
の
資
格
取
得
の
目
的
が
、
正
に
こ
の

根
羽
村
の
課
題
と
見
事
に
合
致
す
る
と
、
講
師

や
試
験
監
督
官
か
ら
も
共
感
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
で
す
が
、
現
在
は
み
な
さ
ん
の
活
躍

の
場
を
構
築
中
で
す
。

　

ま
ず
は
経
営
者
、
特
に
個
人
事
業
主
の
方
に

は
、
会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
簡
単
に
帳
簿
処
理
が
で
き
る
こ
と
を

理
解
し
て
頂
く
た
め
、
合
格
者
の
う
ち
個
人
事

業
主
の
方
に
は
平
成
24
年
分
の
経
理
を
会
計
ソ

フ
ト
で
処
理
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
自
身
が
自
計
で
や
り
き
る
こ
と
で
、
自
信

を
持
っ
て
人
に
も
勧
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
南
信
州
西
部
広
域
連
携
商
工
会
（
阿
智

村
、
平
谷
村
、
根
羽
村
）
で
は
、
観
光
振
興
事

業
と
し
て
毎
年
３
月
に
１
ケ
月
間
、
ひ
な
祭
り

街
道
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
根
羽
村
商
工
会

で
は
そ
の
期
間
中
国
道
沿
い
の
会
議
室
を
土
日

祝
日
も
一
般
公
開
し
て
、
伝
統
の
土
雛
や
手
作

り
雛
の
展
示
販
売
、
特
産
品
の
販
売
を
行
う
と

と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
喫
茶
を
楽
し
め

る
空
間
を
提
供
す
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ

フ
ェ
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
村
内
外
か
ら

訪
れ
る
み
な
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
開
催
期
間
中
に
も
、

シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、

パ
ソ
コ
ン
等
の
相
談
や
操
作
支
援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
の
な
か
っ

た
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

放
送
局
（
＊
阿
智
村
商
工
会
事
業
）
を
検
索
し

て
視
聴
し
た
り
、
教
え
あ
っ
た
り
、
子
供
か
ら

誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
送
ら
れ
たiPad

の
操
作

を
指
導
し
た
り
と
い
う
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
事
務
所
を
共
有
す
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
派

遣
の
常
設
メ
ニ
ュ
ー
の
一
環
に
盛
り
込
ん
だ
り
、

ま
た
シ
ニ
ア
の
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ

る
な
ど
し
て
活
躍
の
場
を
構
築
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

根羽村商工会

Shokokai
NOW!

南信 Vol.91

パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
を

　

楽
し
く
活
用
す
る
た
め
に

～
シ
ニ
ア
情
報
生
活

　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
と

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
事
業
～

 
商
工
会
は
い
ま
─

ネットカフェの様子：インターネット放送を楽しんでいます。

ネットカフェの様子：地域の人たちの憩いの場となりました。
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「
い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
う
な
親
と
金
」
独
立
す
る
大
切

さ
と
倹
約
を
奨
励
す
る
こ
と
わ
ざ
で
あ
る
が
、
大
事
な
も
の

は
い
つ
ま
で
も
手
元
に
お
い
て
お
け
る
と
は
限
ら
な
い
と
い

う
戒
め
に
も
と
れ
る
。

　

会
社
は
、
日
々
変
化
す
る
外
部
環
境
に
対
し
て
、
自
社
の

持
っ
て
い
る
内
部
資
源
を
活
用
し
て
自
己
変
革
し
な
が
ら
維

持
・
成
長
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
外
部
環
境
と
は
、
自
社

の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
周
り
の
環
境
で
あ
る
。

た
と
え
ば
最
近
の
円
安
、
一
企
業
が
泣
こ
う
が
喚
こ
う
が
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
環
境
の
変
化
で
あ
る
。

　

内
部
資
源
と
は
、
自
社
の
持
つ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
自
助
努
力
に
よ
っ
て
強
化
し
た
り
変
更
で
き
る
も

の
で
あ
る
。

　

近
年
創
業
30
年
以
上
の
い
わ
ゆ
る
老
舗
企
業
の
倒
産
が
多

い
。
か
つ
て
成
功
を
収
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
し
が
み
つ

き
、
業
績
悪
化
の
要
因
を
外
部
環
境
に
求
め
、
自
己
変
革
を

し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
最
大
の
原
因
と
考
え
る
。

　

で
は
ど
う
や
っ
て
自
己
変
革
を
す
る
の
か
。
そ
れ
に
は
ま

ず
外
部
環
境
の
変
化
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
消
費
者
の
動
向
、

業
界
動
向
、
立
地
環
境
の
変
化
、
法
律
・
経
済
な
ど
社
会
環

境
の
変
化
な
ど
は
、
自
社
の
力
が
及
ば
な
い
外
部
環
境
と
捉

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
変
化
は
自
社
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
か
マ
イ
ナ
ス
か
。
プ
ラ
ス
な
ら
機
会
、
マ
イ
ナ
ス
な
ら

脅
威
と
捉
え
る
。

　

次
に
内
部
資
源
に
つ
い
て
も
洗
い
出
し
て
み
る
。
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
材
、
顧
客
、
財
務
な
ど

挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
も
プ
ラ
ス
な
ら
強
み
、
マ
イ
ナ
ス

な
ら
弱
み
と
し
て
分
類
す
る
。
こ
れ
ら
を
４
象
限
の
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
と
し
て
あ
ら
わ
し
た
の
が
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析（
左
表
）

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
機
会
を
利
用
し
て
強
み
を
ど
う
活

か
す
か
、
脅
威
を
取
り
除
き
弱
み
を
ど
う
克
服
す
る
か
、
戦

略
的
な
思
考
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
内
部

資
源
だ
け
で
あ
る
。
と
き
に
は
、
古
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

既
存
の
顧
客
を
捨
て
る
こ
と
も
考
え
て
み
る
。
顕
在
顧
客
は

大
事
だ
が
、
大
事
に
し
過
ぎ
て
多
く
の
潜
在
顧
客
を
取
り
逃

し
て
は
い
な
い
か
。
捨
て
る
こ
と
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
、
新
し
い
市
場
、
新
し
い
顧
客
を
創
造
す
る
こ
と

も
で
き
る
。「
い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
う
な
顧
客
と
資
金
」

大
事
な
も
の
が
い
つ
の
間
に
か
な
く
な
っ
て
い
た
な
ん
て
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
企
業
の
自
己
変
革
、
つ
ま
り
経
営

革
新
は
や
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ONE POINT ADVICE

経営

経
営
革
新
と

　
　

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析

中
小
企
業
診
断
士　金丸 

修
一 

氏

外部環境 内部資源

プ ラ ス 要 因 機会（Opportunities） 強み（Strengths）

マイナス要因 脅威（Threats） 弱み（Weaknesses）

〈ＳＷＯＴ分析〉
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１�

、
共
同
企
業
体
（
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
）
と
い
う

も
の
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
主
に
建
設
業
界
で
利
用
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
独
立
し
た
建
設
会
社
で
あ
る
、
Ａ
社
、

Ｂ
社
、
Ｃ
社
が
構
成
員
と
な
っ
て
、
Ｙ
と
い
う
共
同
企

業
体
を
結
成
し
、
大
き
な
工
事
を
請
け
負
う
な
ど
と
い

う
も
の
で
す
。

　

�　

こ
う
し
た
企
業
体
に
資
材
を
売
り
掛
け
た
り
、
下
請
と

な
っ
た
り
し
た
者
（
Ｘ
）
は
、
そ
の
持
っ
て
い
る
売
掛

金
債
権
や
請
負
代
金
債
権
を
、
誰
に
ど
れ
だ
け
請
求
で

き
る
か
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

も
ち
ろ
ん
、
共
同
企
業
体
が
問
題
な
く
運
営
さ
れ
て
い

る
と
き
は
、
問
題
は
起
き
な
い
の
で
す
が
、
何
等
か
の

理
由
で
、
共
同
企
業
体
自
体
が
事
実
上
解
散
し
て
し
ま
っ

た
り
、
構
成
員
の
一
部
の
会
社
が
倒
産
し
て
し
ま
っ
た

と
き
な
ど
に
、
上
記
の
問
題
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

２�

、
Ｘ
は
、
Ｙ
に
工
事
用
資
材
３
０
０
万
円
の
売
り
掛
け
債

権
を
持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
構
成
員
の
Ａ
社
が
破
産
し

て
し
ま
っ
た
と
し
ま
す
。
Ｘ
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
。

　

�　

ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
共
同
企
業
体
と

い
う
も
の
は
、
法
律
的
に
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

�　

判
例
や
通
説
は
民
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
組
合
だ
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

民
法
の
組
合
の
規
定
は
（
民
法
６
７
５
条
）、
次
の
よ

う
に
定
め
て
い
ま
す
。

　
　

①　

組
合
自
体
に
は
、
当
然
、
全
額
請
求
で
き
る

　
　

②　

�

更
に
、
構
成
員
個
々
に
も
、
等
分
の
割
合
で
請
求

で
き
る

　
　

③　

�

Ｘ
が
損
失
分
担
の
割
合
を
知
っ
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
割
合
し
か
請
求
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　

�

共
同
企
業
体
は
、
構
成
員
間
で
損
失
分
担
の

割
合
を
決
め
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
債

務
の
支
払
は
、
Ａ
が
全
額
負
担
す
る
、
あ

る
い
は
、
債
務
の
半
分
は
Ａ
が
、
３
割
を

Ｂ
が
、
２
割
を
Ｃ
が
負
担
す
る
な
ど
と
取

り
決
め
る
の
で
す
。

　

�　

判
例
等
は
民
法
の
組
合
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

民
法
の
規
定
に
従
う
と
す
る
と
、
Ｙ
企
業
体
は
、
独
立

し
た
組
合
で
す
か
ら
、
そ
し
て
Ｙ
が
Ａ
の
破
産
に
も
拘

わ
ら
ず
、
運
営
を
続
け
て
い
れ
ば
、
Ｙ
か
ら
支
払
を
受

け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
受
け
れ
ば
良
い
訳
で
す
。

　

�　

ま
た
、
Ｘ
が
損
失
分
担
の
割
合
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
Ｂ

と
Ｃ
に
１
０
０
万
円
ず
つ
請
求
で
き
る
訳
で
す
。
し
か
し
、

Ｘ
が
損
失
分
担
の
割
合
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
割
合

し
か
請
求
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３�

、
民
法
の
規
定
だ
け
か
ら
言
え
ば
、
Ｘ
は
、
Ｂ
や
Ｃ
に
全

額
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

�　

し
か
し
、
Ｘ
の
債
権
が
商
行
為
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ

る
場
合
は
、
分
割
債
務
で
は
な
く
、
連
帯
債
務
と
な
っ
て
、

構
成
員
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
、
各
自
全
額
に
つ
い
て
支
払

の
責
任
を
負
う
と
い
う
判
例
が
出
ま
し
た
（
最
高
裁　

平
成
16
年
４
月
14
日　

判
決
）。
Ｙ
は
、
建
設
を
請
負
う

と
い
う
商
行
為
を
営
業
と
す
る
組
合
で
す
し
、
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
も
建
設
業
を
営
業
と
す
る
会
社
で
あ
り
、
Ｙ
が
Ｘ
に

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
代
金
も
、
建
設
資
材
の
買

入
と
い
う
行
為
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
商

行
為
に
よ
り
生
じ
た
債
務
と
言
え
る
も
の
で
す
。

　

�　

以
上
の
通
り
で
す
の
で
、
Ｘ
の
債
権
が
商
行
為
か
ら
生

じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
Ｘ
か
ら
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
に

対
し
て
、
売
掛
代
金
全
額
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

Ｂ
ま
た
は
Ｃ
は
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ONE POINT ADVICE

法律

共
同
企
業
体
に

　
　

対
す
る
債
権
回
収

弁
護
士　

土
屋 

準 

氏



　

当
社
は
１
６
５
０
年
創
業
、
現
在
の
当
主

で
16
代
目
を
数
え
る
酒
蔵
で
す
。
私
は

２
０
１
１
年
７
月
に
、
31
歳
で
そ
の
16
代
目

と
し
て
代
表
取
締
役
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
さ
か
、
こ
ん
な
に
も
早
く
代
を
継
ぐ
こ

と
に
な
る
と
は
、
考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
先
代
で
父
で
あ
る
15
代
目
の
下
、
お

酒
造
り
の
現
場
を
中
心
と
し
て
、
営
業
活
動

や
社
内
環
境
の
整
備
な

ど
、
自
分
の
直
感
を
頼

り
に
、
好
き
勝
手
な
仕

事
を
行
っ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

父
が
病
に
倒
れ
、
私

が
そ
の
代
を
継
ぐ
決
意

を
し
て
間
も
な
く
、
父

は
他
界
致
し
ま
し
た
。

地
域
を
大
切
に
し
て
き

た
父
の
姿
は
、
地
域
と

の
関
わ
り
の
大
切
さ
を
、

私
に
身
を
も
っ
て
教
え

て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

酒
造
り
と
は
、
地
域
に
根
差
す
伝
統
的
な

仕
事
で
あ
り
、
代
々
続
い
て
き
た
技
術
や
味

わ
い
を
し
っ
か
り
と
継
承
し
、
そ
し
て
そ
の

存
在
意
義
を
守
り
後
世
に
繋
げ
て
い
く
こ
と

が
、
私
の
役
割
で
す
。

　

私
が
代
を
継
ぐ
決
意
を
し
た
時
、「
守
る
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
必
死
に
考
え
ま

し
た
。

　

銘
柄
、
味
わ
い
、
会
社
、
社
員
、
家
族
、

地
域
と
の
関
わ
り
、
伝
統
…
。
当
然
簡
単
に

答
え
が
出
る
こ
と
で
は
な
く
、「
守
る
」
と
言

う
こ
と
に
固
執
し
、
身
動
き
取
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

会
社
を
経
営
す
る
立
場
と
な
る
と
、
大
小

様
々
な
出
来
事
が
日
々
の
中
で
起
こ
り
、
何

か
が
生
じ
る
た
び
、
地
域
の
重
要
性
や
社
員

の
存
在
の
有
難
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

皆
、
父
か
ら
私
へ
の
変
化
を
受
け
止
め
、

柔
軟
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
す
。
頭
で

考
え
て
い
て
も
答
え
が
出
な
か
っ
た
こ
と
に

対
し
、「
変
化
」
の
中
に
上
手
に
身
を
置
く
事

で
、
会
社
が
繋
が
っ
て
い
く
の
だ
な
と
、
実

感
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

日
本
酒
を
取
り
巻
く
環
境
も
日
々
変
化
を

し
て
お
り
、
お
客
様
の
嗜
好
も
食
文
化
と
と

も
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

日
本
酒
に
対
す
る
固
定
概
念
が
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
、
多
種
多
様
な
味
わ
い
の
日
本
酒

が
増
え
、
そ
の
楽
し
み
方
は
器
ひ
と
つ
と
っ

て
も
様
々
で
す
。

　

若
い
女
性
が
ひ
と
り
、
日
本
酒
バ
ー
の
カ

ウ
ン
タ
ー
に
座
り
日
本
酒
を
楽
し
む
姿
も
、

多
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
食
文
化
と
共
に
長
く
愛
さ
れ
て
き

た
日
本
酒
は
、
ま
さ
に
「
地
酒
」
た
る
所
以

で
す
が
、
そ
の
地
域
を
離
れ
、
よ
り
多
く
の

お
客
様
に
木
曽
で
醸
さ
れ
た
日
本
酒
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
事
も
ま
た
、「
地
酒
」

の
存
在
価
値
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
酒
は
嗜
好
品
で
す
か
ら
、
当
然
そ
の

味
わ
い
に
対
す
る
好
み
の
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、
飲
む
人
が
感
動
し
、
記
憶
に
残
る
日
本

酒
を
醸
し
、
飲
む
人
に
寄
添
え
る
日
本
酒
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
会
社
の
あ
り
方
や
、
日
本
酒
の

味
わ
い
、
銘
柄
の
存
在
感
な
ど
、
柔
軟
に
変

化
を
し
続
け
な
が
ら
、
日
本
酒
と
共
に
我
が

社
を
後
世
へ
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
目

標
で
す
。

老
舗
酒
蔵
の
事
業
継
承

　

そ
し
て
、
酒
造
り
で

　
　
　
　
　

目
指
す
も
の

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

9 ●商工連ながの H25.5月号

株式会社 湯川酒造店
代表取締役　湯川　尚子　氏

木祖村商工会

Vol.95

こ
の
人
に

　

清酒木曽路醸造元　㈱湯川酒造店
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平成25年度の自動車税の納期限は５月31日（金）です。
　自動車税は毎年４月１日に自動車をお持ちの方に納めていただく税金です。自動車税納税通知書が届きま
したら、お近くの金融機関、農業協同組合、ゆうちょ銀行・郵便局、コンビニエンスストア、地方事務所税
務課で納期限までに納めてください。
　納税通知書には「納税証明書」がついています。これは自動車の継続検査（車検）に必要となりますので、
車検証と一緒に大切に保管しておきましょう。（長野県・地方事務所）

　

３
月
21
日
、
安
曇
野
市
（
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
）
に
て
「
商
工
会
地
域

の
産
業
振
興
の
中
間
答
申
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
7
月
26
日
会
長
よ
り
、
今

後
講
ず
べ
き
産
業
支
援
策
に
つ
い

て
諮
問
を
受
け
、
地
域
産
業
振
興

委
員
会
（
羽
毛
田
盛
雄
委
員
長
）

が
、
２
回
（
４
地
区
）
の
現
地
調

査
を
実
施
し
て
、
審
議
検
討
し
、

ま
と
め
た
内
容
を
中
間
答
申
し
た

も
の
で
す
。

　

24
年
度
は
県
内
各
地
域
の
取
組

み
事
業
の
現
地
調
査
に
よ
り
商
工

業
の
現
状
と
課
題
の
把
握
を
行
い
、

業
種
別
の
課
題
が
抽
出
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
は
さ
ら
に
研
究
を
す

す
め
、「
今
後
、
商
工
会
が
講
ず

べ
き
産
業
支
援
策
」
に
つ
い
て
答

申
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○�

商
工
会
地
域
の
産
業
振
興

の
中
間
報
告
（
抜
）

（
本
文
）

　

�「
答
申
に
向
け
て
更
に
多
く
の

業
種
の
課
題
や
意
見
交
換
が
必

要
な
た
め
、
平
成
25
年
度
も
引

き
続
き
、
本
年
度
の
意
見
集
約

を
も
と
に
、
商
工
会
地
域
で
地

域
経
済
を
支
え
て
い
る
多
彩
な

産
業
の
現
状
把
握
の
た
め
の
現

地
調
査
や
委
員
相
互
の
議
論
を

深
め
、
さ
ら
に
は
産
業
支
援
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
長
野
県
商

工
会
観
光
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

等
の
各
事
業
を
検
証
す
る
な
か

で
、
今
後
、
講
ず
べ
き
産
業
支

援
策
の
研
究
を
進
め
、
最
終
答

申
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。」

（
業
種
別
課
題
）

　

工
業
関
係

　

・
異
業
種
交
流
の
必
要
性

　

・�

事
業
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
と
商
工
会
の
役
割
の

重
要
性

　

・�

経
営
者
、
従
業
員
の
技
術
革

新
研
修
の
必
要
性

　

商
業
関
係

　

・�

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
活
か

し
た
街
づ
く
り
の
重
要
性

　

・�

地
域
振
興
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

　

・�

地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た

街
づ
く
り
の
重
要
性

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
平
成
23
年
か
ら
３

年
間
の
取
り
組
み
で
推
進
し
て
お
り
、
３
月
21

日
安
曇
野
市
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で
事
例
中
間

発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
推
進
委
員
会
と
県
下

４
ヶ
所
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る

推
進
体
制
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
商
工
会

は
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
96
の
テ
ー
マ
を
定

め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
日
は
こ
の
中
か

ら
12
テ
ー
マ
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

《
発
表
テ
ー
マ
》（
発
表
順
）

１　

�

中
心
市
街
地
再
生
支
援
事
業
（
絆
な
ん
で
も
宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

　
　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
請
負
事
業
）�

上
田
市
商
工
会

２　

後
継
ぎ
請
負
人
事
業�

辰
野
町
商
工
会

３　

�「K
ISO
M
U
RA

木
の
匠
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び

　
　

木
工
製
品
の
販
路
開
拓
支
援�

木
祖
村
商
工
会

４　

信
州
新
町
地
域
の
特
産
品
多
様
化
推
進
研
究
事
業�

信
州
新
町
商
工
会

５　
�

佐
久
穂
町
「
食
：
特
産
品
開
発
」
事
業

　
　
【
み
ん
な
で
創
る
美
味
し
い
未
来
の
ふ
る
さ
と
】�

佐
久
穂
町
商
工
会

６　

買
物
弱
者
の
た
め
の
福
祉
商
業
支
援
事
業�

富
士
見
町
商
工
会

７　

若
手
経
営
者
・
後
継
者
研
修
会�

池
田
町
商
工
会
・
松
川
村
商
工
会

８　

坂
城
町
経
営
革
新
塾�

坂
城
町
商
工
会

９　

�

農
商
工
連
携
に
よ
る
活
性
化
（
ほ
っ
と
ス
テ
イ
・

　
　

拡
販
活
動
・
特
産
品
普
及
・
外
国
人
受
入
）�

立
科
町
商
工
会

10　

地
サ
イ
ダ
ー
開
発
事
業�

阿
智
村
商
工
会

11　

�

地
域
資
源
を
活
か
し
た
基
幹
産
業
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
（
白
馬
ガ
レ
ッ
ト
）�

白
馬
商
工
会

12　

小
布
施
町
中
心
市
街
地
再
生
支
援
事
業�

小
布
施
町
商
工
会

地
域
産
業
振
興
委
員
会
／
中
間
答
申

商
工
会
産
業
振
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
例
中
間
発
表
会

MESSAGE BOARD

取り組み状況の発表
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日
本
の
ま
ん
中
「
辰
野
町
」
は
、
伊
那
谷
の

最
北
部
に
位
置
し
、
中
央
ア
ル
プ
ス
と
南
ア
ル

プ
ス
に
囲
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
町
で
す
。
諏
訪

湖
か
ら
流
れ
る
天
竜
川
、
そ
の
両
岸
に
は
水
田

が
広
が
り
、
丘
陵
地
帯
に
は
様
々
な
果
樹
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
は
桜
、
夏
は
蛍
、
秋
は

紅
葉
、
冬
は
雪
景
色
と
四
季
折
々
に
美
し
い
姿

を
現
し
、
光
と
緑
に
あ
ふ
れ
た
自
然
豊
か
な
浪

漫
あ
ふ
れ
る
「
ほ
た
る
の
里
」
で
す
。

ホ
タ
ル
保
護
活
動
の
歴
史

　

古
く
か
ら
辰
野
町
周
辺
に
は
多
く
の
ホ
タ
ル

が
発
生
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
江
戸
時
代
の

資
料
に
そ
の
記
述
が
あ
り
、
明
治
初
期
に
は
周

辺
地
域
か
ら
見
物
客
を
集
め
る
ほ
ど
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
正
15
年
に
は「
長

野
県
天
然
記
念
物
」
の
指
定
も
受
け
ま
し
た
。

昭
和
に
入
り
、
戦
時
中
中
断
し
て
い
た
「
ほ
た

る
祭
り
」
が
昭
和
23
年
に
復
活
し
、
自
然
を
守

り
ホ
タ
ル
を
愛
護
し
よ
う
と
い
う
声
が
高
ま
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
30
年
代
か
ら
工
業
排

水
・
家
庭
雑
排
水
や
農
薬
使
用
が
増
え
る
に
し

た
が
っ
て
、
ホ
タ
ル
の
数
が
次
第
に
減
少
し
て

い
く
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ま
ず
は
、
ホ
タ
ル
の
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
の
水
の
汚
染
を
防
ぐ
た
め
、
天
竜
川
の
水

だ
け
で
な
く
、
沢
の
き
れ
い
な
水
を
加
え
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ホ
タ
ル
が
少
し

ず
つ
増
え
て
き
た
の
で
、
今
度
は
休
耕
田
に
ホ

タ
ル
が
住
め
る
小
川
を
整
備
し
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
出
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
ホ
タ
ル
専
用
水
路
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
そ
の
水
路
に
ホ
タ
ル

の
幼
虫
や
ホ
タ
ル
の
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
（
巻

貝
の
一
種
）
を
放
流
し
、
水
路
の
ま
わ
り
の
草

刈
り
や
泥
あ
げ
な
ど
の
手
入
れ
も
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

昭
和
60
年
に
は
「
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
」
が
町
の

特
別
シ
ン
ボ
ル
に
定
め
ら
れ
、
平
成
元
年
に
は

環
境
庁
の
「
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
の
里
」
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
ホ
タ
ル
が
群

生
す
る
「
松
尾
峡
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
区
一

帯
を
「
ほ
た
る
童
謡
公
園
」
と
し
て
大
規
模
な

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
15
年
に

は
「
辰
野
町
ホ
タ
ル
保
護
条
例
」
を
制
定
す
る

な
ど
、
町
を
あ
げ
て
様
々
な
ホ
タ
ル
の
保
護
増

殖
推
進
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

辰
野
ほ
た
る
祭
り

　

6
月
中
旬
～
下
旬
の
最
盛
期
に
は
「
辰
野
ほ

た
る
祭
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
毎
年
20
万

人
近
い
人
々
が
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
島
倉
千
代
子
さ
ん
が
歌
う
「
ほ

た
る
小
唄
」
が
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
も
昔
訪
れ
た
と
き
に
つ

く
っ
た
曲
「
風
の
篝
火
（
か
が
り
び
）」
は
名

曲
の
呼
び
声
高
く
、
紅
白
出
場
歌
手
・
水
森
か

お
り
さ
ん
が
歌
う
「
辰
野
の
雨
」（
Ｃ
Ｄ
「
ひ

と
り
長
良
川
」
に
収
録
）
も
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
聴

い
て
い
た
だ
き
た
い
曲
で
す
。

　

今
年
の
「
第
65
回
辰
野
ほ
た
る
祭
り
」
は
6

月
15
日
（
土
）
～
6
月
23
日
（
日
）
ま
で
の
9

日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
記
念
事
業
と
し
て
「
出

張
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
辰
野
」
も
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
ホ
タ
ル
の
発
生
は
天
候
に
大
き
く
左

右
さ
れ
、
蒸
し
暑
く
て
風
の
な
い
曇
り
の
と
き

が
ベ
ス
ト
で
、
雨
天
だ
と
発
生
は
し
ま
す
が
舞

い
ま
せ
ん
。
生
涯
の
大
部
分
を
川
で
過
ご
し
、

成
虫
の
期
間
は
わ
ず
か
10
日
ほ
ど
の
儚
い
命
の

ホ
タ
ル
。
精
一
杯
の
命
の
灯
火
を
放
つ
「
辰
野

の
ほ
た
る
」
を
ど
う
ぞ
観
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

　

辰
野
町
商
工
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．
０
２
６
６–

４
１–

０
２
５
８

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

　

辰
野
町
観
光
協
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．
０
２
６
６–

４
１–

１
１
１
１

［
交　

通
］

　

�　

期
間
中
は
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
。
駐
車

場
が
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
Ｊ
Ｒ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
Ｊ
Ｒ
辰
野
駅
下
車　

ほ
た
る

の
名
所
ま
で
徒
歩
約
20
分

辰
野
の
ほ
た
る

Vol.5
辰野町商工会

ほたるの乱舞

人で賑わう「ほたるのお宿移し」



平
成
25
年
５
月
20
日
発
行
Ｖ
Ｏ
Ｌ.

３
５
３　

編
集
・
発
行
／
長
野
県
商
工
会
連
合
会　

〒
３
８
０
‐
０
９
３
６
長
野
市
大
字
中
御
所
岡
田
１
３
１
‐
10
長
野
県
中
小
企
業
会
館
１
Ｆ　

電
話
０
２
６
‐
２
２
８
‐
２
１
３
１（
代
）
　
　

発
行
人
／
細
野
邦
俊　

印
刷
／
カ
シ
ヨ
株
式
会
社

商工連ながの H25.5月号● 12

何時でも、何処でも、好きなだけご利用いただけます
映像と音声による本格的なセミナーが受講できます

忙しくてセミナーや研修会に参加出来ない方などにご活用下さい

会員事業所の皆様の経営支援をインターネットを通じて行っております

さ ま ざ ま な 経 営 情 報 が 満 載

視　聴　方　法

ログインＩＤとパスワードを入力してログインしてください
ログインＩＤ パスワード●●●● ●●●●

ログイン
ログイン ID とパスワードは所属の

商工会にお問い合わせください

パソコン研修

税務・財務・経理

後継者育成

人材育成

経営者の自己研鑽

リスクマネジメント

WEBセミナーは、インターネットで映像コンテンツを視聴することにより、
様々な経営情報が取得できるサービスです

パソコンスキルアップの
研修です。様々なメニュー
を用意

経理・労務・税務など経
営のための基本知識が良
く判るセミナー

日々の業務で役に立ち、即
実践できる研修・考え方の
ヒントを与えるセミナー

経営者の自己研鑽や管理
職のモチベーションアッ
プなどに最適です

経営力の強化、後継者の決
定、経営体制の見直し等に
ついてのセミナー 

BCP・メンタルヘルス・パワ
ハラ・メタボ対策など中小
企業にも必要とされる内容

経営支援の一環としてインターネットからセミナー受講ができる

インターネットだから時間・場所の制約無く利用者の都合に合わせてセミナーが受講できる

ＰＣとプロジェクターを繋げることで社内研修カリキュラムのツールとして活用できる

視聴無料

WEBセミナーWEBセミナー
WEBセミナーは、インターネットで映像コンテンツを視聴することにより、

様々な経営情報が取得できるサービスです

ログイン ID とパスワードは所属の
商工会にお問い合わせください

視聴無料地域商工会もしくは
長野県商工会連合会の
HPよりご覧いただけます

セセセセミミミミナナナナナナナナミナナナミナ
WEBセミナーは、インターネットで映像コンテンツを視聴することにより、

のご案内のご案内

　本制度は、商工会会員向け団体所得補償保険制度です。
　「商工会の休業補償制度」は、本制度の愛称です。
　この保険は被保険者が病気、怪我により就職不能となった場合、
免責期間（7日間）を経過した翌日から補償の対象となります。
　この保険の対象者は、商工会会員および商工会会員である事業
所に勤務されている方とその配偶者（家事に従事されている方）
に限ります。
　ご確認のうえ、ご加入いただきますようお願い申し上げます。

もし貴社で働く従業員や、皆様自身（会社経営者・
個人事業主等）が今、大ケガや重い病気で療養が
必要となり、働けなくなってしまったとしたら…

お問い合わせはお近くの商工会へ

全国商工会経営者休業補償制度

商工会の休業補償制度では万一働けなく
なった際の収入（１年間）を補償します !!

毎月１日午前０時の補償開始でご加入いただけます。

加入は毎月受付中

商工会の休業補償制度
（所得補償保険）

保険料

36～37％
割引


